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今回のアンケー ト目的は以下二点である｡
1.マッサージ効果の定量化
マッサージ効果は人間の主観に左右 さ れ る漠
然 としたイメージであり､これまで一定の 基 準
による評 価はされてい｡
2､マッサージ効果の個人差によるグループ 分











































※マッサー調ま｢もみ上 ｢たたき｣､ ｢ロー ラ-1 のマ
ッサー調謝bを棚 1行う｡
※ ｢ロー ラ-1の場乳 肩と康酢漕附の区矧がないので上
半身固定で行う｡









































にグルー プbは三つのグラフカ棚 ≠斬 通のモ- ド
の肩のマッサージで軌 登複度になっている｡そこでこの
クンレ瑚 ま｢肩のマッサー調こより高し軍旗度を柵 グ
ノレプ といえる｡上記のように それぞれ聯艶かあるグ/レ
-⊥フ謁召封ナることができた｡
3◎2まとめ
上記結果よりマッサージチェアの劫県を定暫ヒしクラス
タリンクすることができた｡これ地 ミどのグ/レ二刀こ
所属するのかがわら動 毛 その対象にあったより良いマッ
サーミ髄 巧登りできるということである｡これ勧芯岡しフ
ィー ド'バックシステムを潮 できれ£転間のL地よいマッ
サージを自動でしてくれるシステムになりえるといえる｡
